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持続可能な社会の創り手の育成をめざす E S D
( E d u c a tio n f o r S u s t ai n a bl e D e > el o p m e n t = 持続可能な開発のための教育) を
日本各地に広げて いくために

｡

環境省と文部科学省が民間固体と連携して
官民協働のプラ ッ トフ ォ ー ム ｢ E S D 活動支援センタ ー ｣ を開設 しました｡

そ して東北地方の ∈S D 活動を支援するために 2 0 1 7 年 7 月 3 日 ､

｢ 棄北地方 E S D 活動支援センタ ー

｣ が誕生しました｡

皆さんの活動がより活性化されるよう ､ さまざまな主体の取組をつ なぎ

東北の E S D を支援します｡

本フ ォ
ー ラムは東北地方 E S D 活動支援センタ ー が

E S D / ユ ネス コ ス ク
ー

ル ･ 棄北 コ ン ソ
ー

シ アムと共催して ､

東北地方の E S D の学びの場 ( プラッ トフ ォ ー ム) となることを目指して開催します｡
教育関係者､ 行政､ 専門機閲､ 企業､ N G O / N P O ､ 市 民など､
E S D に取り組む ･ 関心の ある皆さまの参加をお待ち しております｡
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参加無料､ 要 ･ 事前申込

T K P ガ ー デンシテ ィ 勾当台
(宮城県仙台市青葉区国分町 3

- 6 - 1 仙台パ
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東北地方 E S D 活動支援センタ ー

E S D / ユ ネス コ ス ク ー

ル ･ 東北コ ンソ
ー

シアム

環境省東北地方環境事務所

日本ユネス コ 国内委員会 ( 予定)

･ お申込み■

東北地方 E S D 活動支援センタ
ー
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【タイムスケジュ
ー

ル】
1 3 : 0 0 開会

1 3 : 0 5 講演I ｢ 東北の復興を担う人材の育成と E S D 活動支援センタ ー

ヘ の期待｣

小林正 明氏 (環境省顧問 ( 前環境省事務次官))

1 3 : 3 5 講演Ⅱ ｢ 持続可能な地域
･

社会の創り手を育成する 巨S D ネ ッ トワ
ー ク の構築｣

及川幸彦氏 (東北地方 E S D 活動支援センタ
ー

企画運営委員長 (東京大学))

1 4 : 0 5 休憩

1 4 : 1 5 基調報告 ｢ E S D の可能性 ～ 福島環境回復の取組を通 じて ～ ｣

小沢晴司氏 ( 環境省福島環境再生本部長 ( 東北地方環境事務所所長))

1 4 : 3 5 東北各県からの E S D 実践報告 ｢ 持続可能な地域の創り手の育成を目指 して｣

青森県 : 三浦麻子氏 ( N P O 法人青森県環境パ ー

トナ
ー

シ ッ プセンタ ー

事務局長)

岩手県 : 渋谷晃太郎氏 (岩手県立大学総合政策学部環境政策講座 教授)
宮城県 : 浅野亮氏 ( 気仙沼市立面瀬小学校 校長)
秋田県 : 福岡真理子氏 ( 一

般社団法人あきた地球環境会議 事務局長)
山形県 : 金澤裕子氏 ( N P O 法人環境ネ ッ トやまカギた)

1 5 : 3 5 休憩

1 5 : 4 5 ス テ
ー

クホルダ
ー
･ パ ネル

｢ 東北の取組を E S D の輪でつなぐ : 東北の E S D ネ ッ トワ ー

ク構築へ の提言｣

コ
ー デ ィネ ー タ ー : 及川幸彦氏 (東北地方 E S D 活動支援センタ

ー 企画運営委員長)

パネリス ト

斎藤修
一

氏 ( 只 見町教育委員会 前教育長)

市瀬智紀氏 (宮城教育大学教員キャ リア機構国際教育分野 教授)

中村隆行氏 ( 独立行政法人国立高等専門学校機構 福島工業高等専門学校 校長)
山岡講子氏 ( N P O 法人環境会議所東北 ･ 専務理事)

1 7 : 0 0 閉会

【会場アクセス】
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E S D

｢ 持続可能な開発のための教育｣

とは?

環境闇題や世界の 裟園

食組閣題､ 異文化対立

世界の さまざまな問題は

複雑に絡み合っ て います

環境はもらろん

地域の こと

社会の ことを

総合的に考えるこ とが必要です

豊かな自然と

命のつなカ
て
りの 中で

● 生きて いることを

考えまし ょう

地域の伝統文化にふれ

人が自然と共に生きることを

考えまし ょう

私たちの子どもや孫や

その先の未来を生書る

子どもたちの ことを考えて

社会のあり方や

毎日のくら し方を

変えて いきま しょう

そのための学びの場

行動する人つ < りの揚が

｢ ∈S D ｣ です

認諾鵠冒長芋G 窃A L S

乗北 E S D フ ォ
ー ラム 2 0 1 8 参加申込書
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ご記 入いただいた個人情報は厳正 に取り扱います｡ フォ ー

ラムヘ の参加者 把握 のため に使用す るもの で､ その他の 自白訓こは使用いた しませ ん｡




